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1：平佐大窯跡（渡辺 2007），2：日木山窯跡（関編 2005），3：南京皿山窯跡（採集）（渡辺 2007），
4：日木山窯跡（同上），5～ 7：平佐大窯跡（同上），8・9：日木山窯跡（同上），10～ 12：南京皿山窯跡（採集）（関
2003），13：苗代川Ａ 08地点（採集）（渡辺 2008），14～ 17：雪山遺跡（宮田他編 2003），18：苗代川Ａ 07地点（採集）
（渡辺 2008），19・20：小代焼瀬上窯跡（熊本）（坂本 1991），21・22：小峰窯跡（宮崎）（堀田・柳田 2006），23 ～
25：田香窯跡（大分）（志満編 1998），26：智恵治窯跡（長崎波佐見）（中野 2006），27 ～ 29：大西国右衛門窯跡（栃
木益子）（大川・大門編 1990）
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(2)輪状切りハマ形センベイ（Figure 2 － 3 ～ 5）
　輪状切りハマ形センベイとは，直径 20 ㎝前後の磁
土製円板の中央を円形に刳り貫いたのちに 3～ 6分割












(3)切高台付ハマ・ガンギ（Figure 2 － 6 ～ 17）
　切高台付ハマとは，直径 5㎝程度のハマの下面に高











（Figure 2-6 ～ 9），対して 2類は糸切り痕が残されて
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製のみ，2 類（ガンギＡ）は両者がある。さらに 1 類
は平佐窯と日木山窯，2 類（ガンギＡ）・ガンギＢは
苗代川の磁器窯・陶器窯で使われていたことがわかる。













ことが指摘されている（Figure 2 － 19 ～ 25，堀田・
柳田 2006 pp.151-152）。また切高台付ハマ２類も長
崎県波佐見地方にもあり（Figure 2 － 26，中野 2006 
p.20），さらに栃木県益子で明治前期に操業した大西
国右衛門窯などでも用いられている（Figure 2 － 27




の関係を整理すると Table 1 および Figure 8 になる。Figure 6　ガンギＢ製作工程復元案
Figure 7　切高台付ハマ・ガンギの関係
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関一之・前田順子 2006「日置市 ( 旧東市来町 ) 美山
Figure 8　窯場間の技術交流と窯道具
 
       窯場 









切りハマ形センベイ ○   ○ ②④⑤ 
輪状切りハマ形センベイ ？ ○  ○ ②④⑤ 
切高台付ハマ１類 ○   ○ ②④⑤ 
切高台付ハマ２類(ガンギＡ)  ○ ○●  ②③④ 




























渡辺芳郎 2005「16 ～ 17 世紀の薩摩焼の技術」『16・









報告－ A03 地点 (五本松窯跡 )－」『鹿大史学』56（印
刷中）
（e-mail:watanabe@leh.kagoshima-u.ac.jp）
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